


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― ―「 動物疾病と貿易 動物検疫の世界 」
す。お話をありがとうございました。
　話の途中で、原発の影響で一部の地域からの
輸出を認めていない国が、相手国があるという
話がありましたけれども、この先の何か見通し
というものはありますでしょうか。どうしたら
向こうが受け入れてく れるかなんですけれど
も、そういうお話がもしお聞きできればと思い
ます。
○伊藤　今幾つか、香港とか台湾とか中国、韓
国に対しまして重点的に規制撤廃の申し入れを
行っているところです。その際には、ある程度、
国によっては、こういうデータが欲しいという、
なかなか難しいデータを望む国もあります。そ
ういう中で、なるべく私どもも検査結果を相手
国に伝えまして、一刻も早く撤廃してくれとい
うことで、かなり協議を迫っているということ
で、いつそういう判断がなされるかというのは
なかなか難しい問題です。かなり多くの国が解
除していただいているので。
　特にアジアの国は日本からの輸出も多くなる
ことが予想されるので敏感になっている国も多
いんですね。そういうのを一つ一つ、こじ開け
ていく しかないので、いつまでにというのは、
なかなか難しい質問です。すみません、こんな
ことばかりで申し訳ないんですが、一生懸命
やっていますので、もうしばらくお待ちいただ
ければと思います。
○会場５　ありがとうございました。
○司会　まだまだ聞きたいことはあるかと思い
ますけれども、後ほどの懇親会の場で議論を深
めていただければと思います。
　どうも伊藤先生、ありがとうございました。
（ 終了）
